
	
 平成 28 年度メインテーマ『地域医療、介護の将来を見据えて』 ���~支援の輪を広げよう~ 

	
 	
 第146回	
 大村市在宅ケアセミナーご案内	
 

	
 	
 	
 日	
 	
 時	
 	
 平成 29 年１月１9 日（木）18:45	
 ～	
 	
 

	
 	
 	
 場	
 	
 所	
 	
 	
 大村市医師会館	
 講堂	
 	
 

	
 	
 	
 	
 内	
 	
 容	
 	
 ①	
 『 今さら聞けない！！〜PT・OT・ST の役割〜 』 

                                        PT ： 白井健登 ・ 高木治雄 

                                OT ： 溝口千恵 ・ 国光まどか 

                           ST ： 松本健一郎 ・ 福田優希 

 

	
 ②新年会 会員相互の情報交換の場、沢山の参加をお待ちしています。 

                 会費  １，０００円 

	
 	
 ※	
 『	
 駐車場に限りがありますので、乗り合わせてご参加下さい。	
 』	
 

	
 

〜〜〜市民公開講座について〜〜〜  

日時：平性 29年 3月 16日 18：45〜	
  
場所：大村市コミュニティセンター 大会議室（予定） 
講師：NPO法人 Ubdobe（ウブドべ）	
 代表	
 岡 勇樹 様 
訪問介護ヘルパーとして働きながら、NPO 法人 Ubdobeの代表としてクラブ DJやイベ
ントプロデューサーをされています。音楽×アート×医療福祉を通じて、今までと違う角
度からあらゆる人々の積極的社会参加を推進するプロジェクトを手がけられています。 
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化粧水は脱水予防にはなりませんか？ 

	
  第 145 回	
 大村市在宅ケアセミナー  開催報告  
	
 日	
 時	
 	
 	
 平成２８年１１月１７日（木）	
 １８：４５	
 ～２０：３０	
 	
 

	
 場	
 所	
 	
 長崎医療センター	
 地域医療研修センター	
 

	
 内	
 容	
 	
 『	
 いのちを受けとめる町づくり	
 』	
 

	
 	
 	
 	
 	
 福岡	
 にのさかクリニック	
 二ノ坂保喜	
 先生	
 

参加人数	
 １１０名（内、当日入会１９名	
 ）	
 

	
 	
  大村市在宅ケアセミナー	
 感想  

●	
 「一人を看取ることで、そのまわりの人が看取りを経験したことになる。」という考え方が印象的だった。

今、在宅看取りを推進する町づくりを考えようとする中で、専門職は理解があっても一般の市民の方の理

解が難しい現状がある。実際に看取りを経験した人の体験を聞く機会等作りながら、看取りに関する理解

をしてもらえるような機会作りも大切だと感じた。 
●	
 最期をどのように豊かに過ごすか？あらためてこの言葉が心に響きました。終末期、どうしても痛みや苦

痛を取り除き、静かに穏やかに・・・、と思ってしまいがちです。そのような時でも、支える側は色々な

アクションや行動を積極的に考え、支援していきたいと思いました。 
●	
 自宅で父と祖母を看取りました。在宅で、もっと増えてほしいです。 
●	
 本日は貴重な講演をありがとうございました。私は緩和ケア病棟でＯＴとしてガン患者様達と日々関わら

せて頂いています。今までの経験で、何人かの患者様の在宅復帰をサポートしていますが、家族の受け入

れや心の準備に時間がかかり、退院のタイミングを逃したケースもありました。今日の講演を聞いて、改

めて患者様が最期に過ごしたい場所で生活が出来るように、家族のサポートも大事だと感じました。 
●	
 今日は大変勉強になりました。在宅を支えるのはとても大変です。中心は医師！先生方の大変さで進まな

いのかとは思いますが、先生方と一緒に同じ方向を向けるコ･メディカルもとても重要です。今日の学びを

持ち帰り、わが市でもどの様にすればよいか。まずは「顔の見える関係づくり」から始めたいと思います。 
●	
 ニノ坂先生の地域の人はシアワセだと思いました。大村の地域でも行っていることなので、シアワセな人

生を１人１人送れるように支えていきたいと思いました。ありがとうございました。 
●	
 大村市で、どの Dr.が在宅を行ってくれる病医院かを、もっと分かる様にしてもらいたい。事例をあげたも
のなどあれば（セミナーで）もっと在宅ホスピスも浸透するのではないかと思います。 

●	
 在宅ホスピスで一番大切なことは、患者さんが、最後のときをより良く生活する。生活を豊かにすること

が大切である。それを可能にするのは、本人の意思と家族の思い、それに支えと工夫があれば、最後まで

在宅で過ごすことができる。しかし、それだけでは達成することはできない。病院専門医、医者、看護師、

ご近所、友人、ボランティア等いろんな職種のメンバーがいて、大切なのは、チームである。今回の講話

を聴き、改めていろんな機関や人との関わりが人の生活を豊かなものにするのだと思いました。 
	
 

	
 年会費の納金を忘れずにお願いします	
 	
 

セミナー受講の際は、受付で必ず提示を	
 お願いいたします。	
  

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （平成２７年度会員３８１名）	
 

※ホームページにてセミナー便りを掲載しています。                       	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 便りの郵送不要の方は、ご連絡ください。	
  

 


